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　Allgelica 　dahurica 　roots 　were 　preserved　 under 　various 　condid ぐ）ns 　for　one ｝℃ ar 　and 　were

chemically 　evaluated 　by　the 　contents 　of 「uranocoumarins ．　 E ［ght 　linear　furanocoumarins ，

Le，．　psoralen，　xanthotQxin ，　bcrgapten ，　byak −angelicol ，　oxypeucedanin ，　imperatorin，　phello −

pterin　and 　isoimperatorin，　gradually　decreased　il／ the　 c⊂）urse 　 of　time　during 　preservation

except 　undcr 　dark　and 　cold 　conditions ．　 ThO 　contents 　of 　eight 　furanocoumarins 　decreased

by　UV 　irradiation　fQr　 orle 　wet ・k．　 The 　remarkable 　decrement 　of 　byak −angclicol 　 and 　 oxy ・

peuceda ロin　was 　observed 　when 　the　t⊃owdered 　ro 〔〕ts　were 　heated　at 　50−60℃ for　one 　week ，

The 　othcr 　six 　furanoc ｛〕 umarins 　 were 　 stable 　to　healhユg．　 These 　findings　 showed 　that　the

decrement 　of　eight 　furanocoumarins　during　preseゼvation 　could 　be　due 　to　not 　only 　pyroly −

sis　but　also　being　bathed　in　light　especially 　UV ．

Keywords ：Angelica　dahurica　root ；furanoco しlmarin ；preservation ；decrement ；UV

　 广礎 ：は ヨ ロ イ グサ Angelica　 dahurica　 BI・／N’1’rTAM 　 et

Ho 〔〕KEI｛ （セ リ科）の 根を乾燥 し た 生薬で ，鎮痛薬 とみ な さ

れ る漢 方処方及 び そ の 他 の 処方に 少数例配合 さ れ て い る．

自 1
’
Flの 成 分 と して 種 々 の ク マ リ ン 誘導体 が 知 ら れ て い

る
11．

　第 2 報
2）

で は 入 ｝し年 の 明 らか な 白 「

／
F：中 の り ； ア 型 フ ロ ク

マ リ ン 8 種 〔Fig．1 に 示す psor
’
alen ，xanthotoxin ，　berga−

pteU ，　byak ．angeUcol 、　 ox ンpoucedanin ，　 imperatorin，

phelloptc ・｝rin 及 び isoimperatorin） を HPLC を 用 い て 定

量 し，化学的 に 品質評価 した．そ の 結果，長期問蒙 温 に 保

存 し た 試 料 は 主 成 分 で あ る byak ・ange ］icol及 び oxy −

peucedanin 含量 が極 め て 低 い 傾向 に あ り，こ れ らは保 存

申に 分解す る と考え られ た，こ の こ とか ら，臼 rl苣中の フ ロ

ク マ リ ン は 試料の 保存条件及 び保存期間 の 違 い に よ り，そ

の 含漿が 大 き く変動す る 可能性が 示唆 さ れ だ
．
．

　 そ こ で 今［i11は ， 北海道 で 育成 した ヨ ロ イ グサ
「
1）　a）乾燥根

（白 i
’9・1）を 種 々 の 条件で 1年問 保存 し．その 保存条件が フ ロ

ク マ リ ン の 含量 に 及 ぼ す影 響 を 経 時 的 に 調 べ た．さ らに ，

フ ロ ク マ リ ン の 紫 外 線 及 び熱 に 対 す る安定性 に っ い て 検討

を加 え た．

実　験　方　法

　1．　 保存法甥 試料

　北 海道 薬用植物栽培試験場圃 場で 育成 した 2 年生 ヨ ロ イ

グ サ を 2000年 101 ］27H に 掘 i．1げ た、7」く洗後，茎葉を除去

し，透明 ア ク リル 板 を 張 っ た 無加温 ハ ウ ス 内で 自然乾燥

（11月 2H 〜2001 年 1 月 9 日） した 後，温 風 乾燥 （50℃，

48 時 間 ） した．北 海 道 、ン：衛 生 研 究 所 に お い て 超 遠 心 粉 砕 機

（Retsch社，　 ZM 】，メ ッ シ コース ク 「丿一ン 穴径 0，5mm 使用）

で 粉砕後，粉末を 以 ドの A 〜F の 6 条件で 1年間保存 した

（各 々 5g 使用，2001年 6 月 1 ［〜2002年 6 月 3 日）．

　A ： ガ ラ ス 瓶 に 入 れ，冷 蔵室内の 暗所 に 保存 した．
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1R

0

（；heniical　Struct しlre 　Of 　FUrarloC （）urlltnri 囗 s．
【 〔 ra 【el1 ，　 R …．

　 R 　H ；Xamhd 　 xil1 ，　 RI　 II　 R −

OCH ご；Bergapten ，Rt−OCH ；iR 　　H ；Byak −enns ，elicol ，
RI− oCH 　｝｛

tt− 3−methyl ．2．3．epox   luLyl 〔｝xy ；Oxy −

p ｝uced 　 nln ，Ri　3．m 　 thvl −2、3−ep ，xy1 ）l　t．・10xyR ：−
II；IT

’
nperatorill ，　RI− II　Ix− 313・d　melhylall 、bxy ；

1’hellopterm ，　R ，一〔⊃CH ：a　R − 3，3．dim 〔
・thy1 ］lylexy ；

lsolrnperat ）rln ，　R1　3，3．dimethylalLyL 〔〕x ｝
・1、　 II．

　B ：カ ラ ス 瓶に 入 れ 実験穿内 「商射 日光 の 「た り な い 本

茉百　1．／，　入．丿卜o）蛍光
’k！
’
　（32W

「
× 2，　1金卜l　jv）∫、、、大亅

．
II．」匡冒｝よ約

2，7〔｝O 】L］問 ） か ら 30Cln ド］ に 放直 した．

　し ポ リ 氛 」「 重 に して 入 れ，B の カ ラ ス 瓶
し

並1べ て 放胃

した．

　 D ： ガ ラ ス瓶 に 人 れ，ネ ッ ト 袋に 人れ た 後，尸室 の ガ ラ ス

屋根か 　約 40Cln の 所 に 吊り
．
Fげ た．

　 E： ポ リム に
一‘
琢 に して 入れ，D の カ ラ ス瓶 と lllに 温室内

に放 rL ：、

　 F： カ i 尺瓶 に 入 れ，ア ル ミ箔で 　 i｝
’
に LJ ん で か ら，　 D の

々　 幻 lll浅 共に 温 室 内 に 放 置 した．

　各々 に り い て 7 月 2 日，8 月 3 日，9 月 3 目，10月 3 ［1，
目 月 2L ［，2002 　 F．2 月 4 】

一．i及 び 6 ）13 「1に 粉 k
’
cり 　鄙 を

取 り出 し，分 析 用 試 料 と した．保 存 期 間 lllの 各試 料 を放 置

し た 場角
i
） 畑

凵

は，冷威室内で 4．1丿
’
C． 丿：験 叫 内 で 15 〜

32℃ ，ri 内で 6〜58℃ で あ っ た．

　 な お、ガ ラ ス 瓶 は 40G〜360nm の 述 め イが 92％，360〜

28011TII　 C は汲長が 短 くな る に 征．し r斬次逼≧過 イ カ低
．
ド　（310

nm で 50  し，280　nnl 以 下の 波卦域 ゲ ’外線 をj”’1fi しな

い ネ ノ 栓付速心沈澱管　　（lhl成硝 子 （株 ），　Pbe　REX ，50　m1 ，
TE −32） 、ポ リ袋 は チ ャ ッ ク 付 〔伊躰忠

．
サ ン プ う ス （林），

サ ン ジ ッ ノ E−4，低 密度 ポ リ エ チ レ ン ）を用 い た．ポ リ袋 は

気体疋弖〕甦雫生、透 2眼↑tを 有 し 丶二 並二tこ し て 専夕玉彳泉を ∬1召身寸 （次

ユlj 照 ） し た と こ ろ，そ の 透過 李 は 徇 8096　 C’　．t ，た．

　2，　 紫外線 照 射

　 1記 扮木を以 下 の G 〜II
’
の 4 条件 で 紫外紐照 射あ る い

は暗所
t．放置 した、照 射 は 15W の 杖 菌灯 〔　焔 巳 斌 （株）．

小殳困 ♪ン プ GLI5） か ら約 2Dcm 離 し　〔31 ／

’
m ・sec ），段

ボ
ー

ル ネeiLliCl 週間彳1 っ た （箱内温度 24〜28 〔丿．

　 G： ン t’一レ （1自：径 ］L？cm ）2 枚 に 象Lj　klC一を 敷 き．そ の

各 々 の トに 粉 末 約 30Dmg を薄 くlj
’
げ，ふ た を ぜ

．4 に 但 接

ITI射 した凾

　G ’： シ ャ
ーレ 上 の 粉 末約 300mg を，　 D 月1月放1螢’し た （和

「
丿1流正「斐 25〜26℃ ）．

　H： カ フ ス 瓶
4）
に 粉末約 650mg を 人れ，朽る

・
した 後，　 G

と 其｝こIP鴉・1した．

　 H
’
： ガ ラ ス 瓶：中 の 粉 人約 700mg を．　 G

’
と 其 に 1 週 間 放

置 した．

　3． 加熱処 理

　上記粉末を以 ドの 1〜K の 3 条件 で 加熱処理 した．加熱

は ヒ ー
テ ィ ン グ ブ ロ

ッ ク （ヤ マ ト科学 （株），HL −21型 の ア

ル ミ ブ ロ ッ クを 外 し，湍 i　 】を ノi．した 段 ボ ール で 蓋 を し

f’） Illで 1 週 間行 っ た．

　［： ガ ラ ス 瓶 に粉末約 650mg を 入 れ，析を し， ア ル ミ箔

で 包 ん で カ
”

4010 ．5℃ 1 加 熱 した．

　 J：1と1司様 の 。式十1を 50−10 ，5
．．C に加 熱 した．

　 K ：1 と1
．
司様 の 試 爿 を 60

．
＋o．5C に 1川熱 L た．

　4．　 IIPLC によ る フ ロ ク マ リ ン の 定量

　条件 A 〜F に
’．）い て は，各 々約 20「Olng を分析用試料 A

〜F と した．各 弌料 に メ タ ノ
・一ル ］O．Om ］を 加え，超 凵 波

処 押 （ヤ マ ト不洋 （妹 ），Branson 　B−32H ，270　W ，約 50℃，

20分同） し，雇心 分1謝「（3，0eO　rpm ，10分間）後，ヒ清 を 1武

験溶液 と した
〕．

　条件 G 〜K に っ い て は，各 々 約 3｛［01ng を分析用 VLG
〜K と 1、た，6試 料 に メ 々 ノ ・−tル f水混 液 （4 ： 1）10．Oml を

加 え，超首 疲処理 （約 25 （　 20分間） し，速心分離 俊，．上

清 を 、、L験溶液 と した
〔

，定 1 は 2 冂行 い ， そ の
’i均佃 を求

め た二，

　試験溶液の 分勧条rlは 上リ縦
跏

に 従 っ た、

士
口糸 果

　 1． 保存中の フ ロ クマ リ ン の 経時変化

　 ヨ ロ イグ サ の 乾 縣 根 粉末を 種 々 の 条件で 1年間保存 し，

各 ／t
」
の 条件 に お け る フ ロ ク マ リ ン 含量 の 経時麦化 を 凋べ

た．一
例 と して，ガ ノ ス 脚 ．人れ 温室内 に 放置 （条件 D ）

した 際の 経 n・］変化を FIE、2 に 示す，な お，　 psor
’
］len，　 xan −

thotoxin，　bergaplen ，　by ’
Lk −angelicol 、　 oxypeucedanin ，

imperatorin，　 phel ［opterin 及び isoimperatorirl　a）初」其月イ直

は，そ れ ぞ れ 2．5，4．．3，11，3．487，404．132，63 及 び 85mg 〆

lf）og で あ 　た，

　主 戊分 で あ る byak ・ans ，e ］it・ol 〔劃 網 1の 経過 と 期 こ滅 ♪

し，1 年 後 に は 約 4 分 の 1 り 慣 ｝を 示 した．同 様 に oxy −

peucedanin も減 J） 1 た が，そ の 反 合 い は前 者 よ り も緩 や

か で ，4 ヵ 月後 に は
／
癖 の 逆 伝が 認 め 　 れ た．含量 の よ り

少 な い impcratorLn，　phclbpterin 攻 び is〔｝impcratorjllも

時間 の 経過 と共 に 減少 し．た ．ス ト レ ス 化合物 （フ
ァ イ トア

レ キ シ ン ） で あ る Psoralen ，　 xanth （）tQxin 及 び berga −

ptCl／
’V

は ス ケ
ー

ル の 関係 ヒFlg，2 か ら削除 したが ，上記 の

5 成 ノ｝と同様 に 日f門 の 終過 〜 jL，（こ臓 ♪ した，

　2．　 保存後 の 残存率

　6 条件 下 に お け る 8 成 分 の 1乍 後 α）残 存 率 を Tabie　 iに

不 す．

　冷暗所侏存 （A ） で は，8 成分 の 残存率は 95〜100％ と い

う 厂5い 値を小 した．
．h
内放 ll の 尸 合，ガ ラ ス 瓶巾 （B ）で は

70〜86％，ポ リ袋中 （C） で は 52〜839ttの 値が 得 られ，保

存峇器の szい に よ り残存 冫組　　ガ 認め ，れ た．温室休存 の

（210）
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場 合，室内放置 よ り更に 大 きい 減少が 認 め られ ，．・．
部 の 成

分で は ガ ラ ス 瓶中 （D ）と ポ リ袋巾 （E）で 残存率 に 差が 認

め られ た．ガ ラ ス 瓶 を ア ル ミ箔で 包ん で 遮光 （F ）す る と，

6成分の 残存率 は 93％ 以 トの 高 い 値 を
・
示 した が，byak−

angelicol は 68％，　 Qxypeucedanin は 75％ の 低 い 値を示

した．

　 3．　 紫外線照 射 に よ る減少

　紫外線 照 射 1 週間後 の 各成分 の 残存率を Table 　2 に 示

す．

　 直 接 照 射 （G ）で は 大 き く減 少 し，8戒 分 の 残存率 は 35〜

75％ を 示 した．主 成分 で あ る byak −angelicol の 残存率 は

69％，oxypeucedunin は 75％ で あ っ た．他の 6 成分 の 残

存率 を 比 較 す る と， imperatorinが 35％ と 最 も低 い 値 を

iO〔〕

脳

　

　

　

　

　

α

　
　
　
　
　

甑

　
　
　
　
　

帆

4　　　　　　　　
　　
　　鴇．　
　　
　　
　　　　　「臼　
　　
　　　　　　　　
−

〔
3
三

瓦【冖【
冨
岩
リ

ョρ
ご【
君
巽【
き
u
。尸
曇一
に

→−By旨氏．Hrtl［clLC 司

一D−〔）xypcuetdunigi

一噛一h】1】／
crtt／o「二n

．．噂一Jsoi：「tPtt≡．己「t／1．u聿
一V・Pl回 IOPrC川

　

、

丶
＼

．［≧一±三 三圭≡≡畫
0 　 　 　 　 　 　 2

一 一

　 　 　 　 　 　 　 　 二
．

　 　 　 　 LO

示 し た．な お，ブ ラ ン ク （G
’
） の 残存率 は 94〜100％ で ，

5成分に 若千 の 滅 少が 認 め られ た．

　
．一．一

方，ガ ラ ス 瓶中 （H ） の 残存率 は 75〜97％ で あった．

　 こ の よ う に 条件 G と H で 大 きな差 が 認 め られ，こ れ は

Lと し．て 360　nn 〕 以下 の 波長 の 紫外線透過率の 違 い に 起囚

し，本波長領域が 減少 に 大 き く関与 して い る こ と が示唆 さ

れ た．

　4． 加熱 に よる減少

　加熱 1週間 後 の 各成分 の 残存率 を Table 　3 に 示す．

　40℃ 〔1）で は各々 の 残存率 は 90〜100％ の 高い 値 を 示 し

た．50℃ （J）で は．主成分で あ る byak −angelicol 及 び oxy −

peucedanin の 減少が 認 め られ，各々 の 残存率は 62％ 及 び

71％ に低 ドした．60℃ （K ）で は byak −angelicol 及び oxy −

pettcedanin は 顕薯 に減 少 し，各 々 の 残存率 は 10％ 以
．
ド

で あ っ た が ，imperat．orLn ，　phellopterin及 び isoimpera ・

torin は 81〜89％ と高 い 値を示 し，　 psoraien ，　xantho −

toxin 及 び bergapten で は 100％ と令 く影響 は 認 め られ な

か っ た．

　 保 存 法 別 試 料 に お け る遮 光条 件 ド温 室 内保 存 （F） の 糸、1｝

果よ り，ps〔〕ralen ，　xan しhotoxin ，　bergapten ，　imperatc）rin ，

phellopterin 及 び isoirnper｛atorin は 熱 に 安定 で あ る が ，

byak一ξillgelicol 及 び oxypeucedanin は 不安定 で あ る こ と

が 示唆 さ れ ， 本加熱実験 に お い て，こ の 結果を ほ ぼ裏付 け

る結果 が得 ら れ た．

斗　 　 　 　 　 　 6　 　 　 　 　 　 　 H

Prじserva τbn 　timじ（mOurh 討

Fig．2．　Tirne．course 　Study 　of 　Eight 　1”uranocouTn ，arill
　 　 　 Conl．ent．s 　in　Angelica　dahLlrica　RQol 　during

　 　 　 Preservation 　for　One 　Year ．

　 　 　 Powdercd　Angcli（／a　dahurica　rQot 　ill　a 　g ［ass

　 　 　 Centrihlge 　 tube 　 wlth 　 a　 screw 　 cap 　 was 　 plac 〔xl ［n

　 　 　 Fi　greenhousc 　froロモ　Junc　1，2〔）Ol　to　Ju 監1e 　1
．；、2002

　 　 　 〔（）（コClc］it．i〔，u　D ），

考 察

12　　 長時間 の ケ イ 酸 カ ラ ム ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

に よ り，by −

　　 ak −angelicol は 鬪裂 し て byak −arlgelicin に 変 化 す る が，

　　 oxypeucedanin は 安定 で あ る こ と が 報 告 さ れ て い る
η ．

　　 従 っ て ， b｝
「
ak −angelicol 及 び oxypeucedanin は ど ち ら も

　　 側鎖 に エ ポ キ シ 環 を有 す るが，そ の 安定性 は異 な る もの と

　　 考
’
え られ る，今回の 実験結 果 か ら，byak−angelicol は も と

　　 よ り こ れ まで 安定 と考 え られ て きた oxypeucedanin も室

　　 温 保 存 中に 経 時的に 鹹少 す る こ とが 明 らか に な っ た，両者

Table 　l．　Recovery 　Ratios ぐ）f　 Eight 　 I舳 「〔田 ocoumarlns 　 in　Powdered 　Angeii 【：a　 dahurica 　RGots 　 after

　 　 　 　 Preserva 吐．k〕1コ u 匸1der 　Various 　Conditions 　for　One 　Yca 「．

　 　 Preservatl ‘， 11　 condi 匸ioTls　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RecQvery 　RatiQs〔％ ｝

Place！Temperalure ！Conta ［nerPso 　　 XarL　　 Ber　　BAn9 　 0Peu 　　Imp 　　 Phe 　　 IlrnP

ACold 　 roon ユ　　　 4 ．5こ1C 　 Glass

B 　1．ab 〔〕rEltorv 　　U ）
〜32

“C　　GIass

C 　　　　
〃
　　　　　　　

〃
　　　　Vinyl

DGreenhouse 　 6〜58℃ 　 Glass

E　　 　 〃　　　 　　 〃　　　Vinvi

F 〃 　 〃 A ］foil
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　Recovery　 l
−
atios 　 werc 　 calculated 　fronl　the 　 value 　 bef⊂♪ru　 preservat

’Lo【／，　Tbe　 salnp 覧es 　 were 　1）reserved

llnder 　ea じh　condition 　from　June 　l，20〔〕［t匸，　Jui／

’
e　3，2002．

　Pso，　 psoralen ；Xan，　 xanthot 〔〕xi11；Ber，　 bergapten；BAng ，　byak −angelicol ；OPeu，　 oxypeucedarlin ；Ill1［），
impcratorin：Phe，　phc 賦opterin ；ilmP，　isoirrlperatorir1、
　CQntainer：glass，　 a 　 centrifuge 　 tし1be 　 withascrew 　 L：EiP （50m1 〕； viny1 ，　 a 　 pul｝

・
et ｝〕ylene 　 1）ag ； AI　 f〔⊃il，　 a

c ←
・
n しri「uge 　tubo 　 with 　 a　 sure “

，　 cap ，150mDwrapPed 　 tn　 aLumlnum 　「eiL

（21D

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Society of Pharmacognosy

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Sooiety 　of 　Pharmaoognosy

TabLe　2．　Rec （，vor 》
．
　Ralic）s　 oll　Eig1

’
／t　Fu 匚

’
anocoulnarins 　In　Po 、vdered ．4、ngL ’lica　dahL ユrica 　Roots

　 　 　 　 a 「tur　UV 　Irradiati（）n 　 undcr 　Tw 〔〕 C〔｝nditions 「or 　One 　W 〔｝ek ．

In’ad ’iatiOn
じor］d［Li〔〕n

Pso 　 　 X ε1n

　 Recovery 　Rft1．ios 〔％ ｝

Bf〕r 　　BAng 　 f）Peu 　　 lmp 　　 Phe 　　 ilmP

Unshie1〔1

　 G 　UV 　［rradiation

　 α 1〜lank

hl　gluss　b 〔

．
｝tl．1e

　 H 　UV 正rradiatir ）n

　 H
’
Blank
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9「
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　 Rcu ‘，vc ／1
’
Y　 ra 吐i〔｝s　 lvere 　 calculated 　frorll　 thu　 val しlo　bcfore　each 　tr（｝at π 凱cnt ，　Irradiation　 was

clonc ／ by　 a 　15〜V 　 sreri ］lziロ g　UV 　lamp （GI 、15，　SへNKYO 　DENKI 　Co ．，　Ltd ．），　which 　was 　s 巳t　at

しwenty 　 cm 　distance　frolll　lhe　salnples （9」！r匸1凱 se 〔：）　 rn　a　paper 　b（）x 　at 　temperatures 　of 　24　to

28 ℃．

　 Irradiation　 c 〔｝ndition ： Unshield ，　 the 　 sample 　 was 　 directLy　 irrad〔a しed ；In　 gLass　 l〕ottle、　 the

sample 　 was 　 shielded 　 ill；d　centrifuge 　tube 　with と］ screw 　 cap ［TE ．32、　PYREX ，　IWAKI 　GLASS
c 〔〕．，Ltd．1．
　 Other　llotes 　 are 　thc　ssrne 　as 　Tnb ］e　1．

Tahle 　3．　Recovery 　Ra 且め ＄　of 　Eight 　Furanoooumaril ユs 　in　Powdercd　A 冂S’clica
　 　 　 　 dahurica 　Rool．s　after 　Heat．ing　 i［t　Vario11＄ Tcllユpe ［

』
atures 　for　Ollc・Week ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Recovery 　Ratios 〔9の
　Temperature 　　

．．一
　　

一
　　
．一一一．一一

　
一
　　

．．．一一一．．
　　
．一．一．一一一．

　　
．．
　　　　

一一．
　 　 　 　 　 　 　 　Pso　　 Xan 　　 Ber　　BAng 　 OPeu　　工lnp 　　 Phe 　　 ilmp

1　4〔〕｝．0．5
」
C　　　　IDD　　　　10〔，　　　　10〔1　　　　 90　　　　　92　　　　 97　　　　100　　　　 98

」　5〔｝皆0．5C 　　　IO〔｝　　　 11）O　　　lOO 　　　　62　　　　71　　　　94　　　　94　　　　96

K60 ± 〔〕．5℃ 　 10 〔1 　 10 〔1 　 100 　 　 7 　 　 9 　 　 8玉 　 　 84 　 　 89

　 Re じ overy 　 raUos 　 were 　 c〜ilculated 　 fl−（，ln　 the　 vaiue 　 berore　heat　 treatnlent．　 Heat
lreaLment 　 was 　carried 　 out 　in　 a　 heating　 block（HL −21，　 YAMATO 　Co．，　Ltd．）witha

paper 　lid　in　 whk 〕h ÷1　ther・mometer 　 was 　inserted．　 Thc　 sこ1mplcs 　wcrc 　 shielded 　in　 a
ccntri ［uge 　 tlibe 　 with 　 a 　screw ¢ aP 〔50ml 〕wraPped 　inと山亅【T〕ir川 mfoil ．
　 01her 　r1〔〕tes　are 　thc　same 　as 　Table 　l．

を 比 較す る と，byak −angelicol の 方 が よ り低 い残存率 を示

した．紫外線照射及び加熱実験 の 結果 か ら．両者の 減少の

主 原因 は 光 及 び熱 に よ る 分解 で あ る と考 え ら れ た．

　｛則鎖 と して 3，3−dimethyla ［lyloxy 基 を 白
『
す る 1mpera −

torin ，　phe ／！〔｝pterin 及 び is〔｝impera 重orin は 熱 に は 比較的

安 定 で あ ・，たが，直射 凵 光 （紫外線） に は 不安定で，特 に

imperatorin 及 び phel ］opterin の 滅 少 が 拝 し か ．
っ た．

Fig．1 に 示 す 構造 式の R ／，
に 但rl鎖 を 自

’
す る byak ．alngellcol 、

lmperat （，rin 及 び pheliopterin は R ［

に 各 々 同
・の 側鎖 を

窗す る oxypeucedanin 及 び is〔〕impera ’Lc）rin と比較 して，

光及 び熱 に 対 して よ り低 い 残存率 を示 した．側鎖 の 種類及

び 位置 に よ る 反応性 の 違 い を反映 して い る もの と推察 され

る．

　側鎖 を 角
．
さ な い psoralen ，　 xanthotoxin 及 び berga −

ptel1 は 加熱及 び遮光条件 ドで は 安定で あ った が ，採 光 条

件 ドで は 大 き く減少 し，日 光あ る い は蛍 光灯下 で の 残存率

は psoralen で 低 い 傾向 に あ った．こ れ ら の 3 化 合物 は い

ずれ も人の 皮膚 に 付 い た後 に 凵 光に 当た る と皮膚 炎を起 こ

す こ と が 知 ら れ．て お り，psoralcn の 作川 が 最 も強 い と さ

れ て い る
u
．
．今屬 の psc，ralen の 残存率の 低 さ は，そ の 光毒

性 （反応性 ） の 強 さ を反映 して い る もの と考 え る．

　紫外線照 射実験 に よ り，360nm 以
1
下の 波長 の 紫外線 が

減少 に 関与 して い る こ とが 示唆 さ れ た が ，リ ニ ア 型 フ ロ ク

マ リ ン は 波長の 長 い 320〜400nm で 強い 光反応性 を 示 し，

280〜31511m で は 角
．
意 な 光反応性 を示 さ な い こ と が 知 られ

て い る
1〕｝．本実験 に お い て， す べ て の フ ロ ク マ リ ン が 温室

「勾保存 〔D ，E） に お い て 著 し い 減 少が み られ た の は，320〜

400nm の 紫外線 を 長期間浴 び た こ とに 起因す る と考 え ら

れ る．ガ ラ ス瓶保存 （B，D）とポ リ袋保存 （C，　E ）に お け る

各化合物の 残 俘率の 差 は，透過す る 紫外線 の 波艮領域及 び

そ の 透過率の 違 い に 加 え気体透過性及 び透湿性 の 違 い に よ

る と考察す る．

　以上 の よ う に，今回定量 した フ ロ ク マ リ ン 8 種 は い ずれ

も室 温 保存中 に 徐 々 に 滅 少 し，そ の 減少率 は 側鎖 の 有 無，

側鎖 の 位置 に よ り 大き く異 な る こ と が 明 らか に な っ た．今

後，白 ［

’
葭成 分 の 研 究 を 進 め る際 に は，実 験 材 料 の 保 存 状 態，

保存期間 な ど を考慮 しな け れ ば な ら な い と
．
考え る．

　な お，ri茫 の 調製 法 の 違 い （日照 条件，温風 仕．．Lげ の 有
．
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無） が 成分含量 に 及 ぼ す影 響 に っ い て 現在検討中で あ り，

こ れ らの 結 果 に っ い て は 改め て 報告す る予 定 で あ る．

ま 　 と　 め

　白正 の 保存条件が，8橙類 の フ iコ クマ リン の 含量 に 及ぼ

す影響を経時的 に調べ た．そ の 結果，白花を光 の 当た る室

温下や 1，［il室 に 放置 す る と，psoralen，　xanthotoxin ，　bergap ．

ten，　 byak −angelic ⊂）1，　 0xypeucedanin ，　 imperatorin，

pheHopterin 及 び isoimperatorin は 時 間 の 経 過 と 共 に い

ず れ も減 少 した が ，冷暗所保存 で は 減少が 認 め ら れ な か っ

た．

　こ の 原因 を明 らか に す るた め， 1週 間の 紫外線照 射試験

な らび に 40〜60℃ の 加熱 試 験 を 行 っ た結果 ， ド成分で あ

る byak −angelicol 及 び oxypeucedanin は紫外線 照 射 に

よ り減少 し，50℃ 以 i：の 加熱 に よ り著 しく減 少した．他の

6成分 も紫外線照 射 に よ り減少したが，加熱に 対 して は比

較的安 定 で あ っ た．

　以 ．lllの 結 果 か ら，　 F礁 中 の フ ロ ク マ リン は保 存 中 の 温 度

や 光，特 に 紫外線 の 影響 を受 け や す い こ とが 明 らか に な っ

た ．
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